
 

 

 

１． 経過 

・ 昨年 10月に開催した令和６年度第３回浜益学園開校準備部会において、校章デザインを浜益中学

校の生徒に依頼することを決定した。これを受けて、同中学校石井教諭、集落支援員柿岡氏に、デ

ザインを行う上での生徒の支援を行うよう依頼した。 

・ 浜益中学校美術部生徒３名が中心となり、校章案の作成を進めていたところ、令和７年２月 27日

に、浜益中学校において、美術部の生徒より最終案の提示とデザインに込められた想いについて説

明がされた。これに対し、浜益中学校全生徒が最終案に賛同した。 

・ 令和７年３月 11日に、令和６年度第４回浜益学園開校準備部会が開催され、校章最終案が提案さ

れた。浜益中学校美術部３名の生徒も参加し、デザインに込められた想いが説明された。その結

果、生徒提出の最終案を、準備部会の校章案として採用することを全会一致で決定した。 

 

２． 校章デザイン 
 
●カラー                    ○白黒 

                

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【デザインに込められた想い】 

●右側の波は海の幸に恵まれた郷土を示し、伝統を守っていくことを求めている。 

●浜益の頭文字であるＨは黄金山を連想させ、豊かな自然が広がっていることを意味し、自然ととも

に大きく育つことを願っている。 

●囲んでいる稲は幸豊かな五穀を表している。 

●中央下の桜は敷地内に植えられている桜であり、確かな学力、豊かな心、健やかな体を育んでいく

浜益学園の児童・生徒たちを意味している。ふるさとに学んだ子どもたちが花開き、たくましく生

きていくことを表願している。 

 

 

 

 

 

 ＜報告事項①＞ 

浜益学園の校章デザインについて 



 

 

 

 

 


